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近畿大学健康スポーツ教育センター研究紀要寄稿規程

1.本 誌に寄稿で きるのは近畿大学健康スポーツ教育センター専任教員に限る。但 し、編集委員会が必

要と認めた場合は専任教員以外にも寄稿を依頼することができる。

2.寄 稿内容は、体育学研究領域における総説、原著論文、研究資料(報 告)、 実践報告、研究 ・教育

上の問題提起 とし完結 した未発表のものに限る。

3.原 稿掲載の時期は、編集委員会において決定する。

4.本 誌に掲載 された原稿は原則として返却 しない。

5.原 稿は400字 詰、横書原稿用紙A4版 にワープロまたはインク書 きとし、本文はひらがな現代かな

つかいとする。外国語をかな書きする場合はカタカナとする。

6,原 稿は原則 として研究 ・教育上の問題提起などは図表を含めて上記原稿用紙20枚 以内とし、総説、

原著論文、研究資料(報 告)、実践報告は50枚 以内とする。

7.図 ・表、原稿は必ず、A4版 以内の大 きさとし、直接印刷原稿のとれるよう黒インクによりトレー

スするか、数表文字はタイプ打ち、または活字を使用すること。写真は白黒写とし、方眼紙は薄藍

色のものを使用する。

8.表 ・図 ・写真にはそれぞれ通 し番号 とタイ トルをつけ、1枚 毎に台紙または原稿用紙にはり、本文

とは別に番号順に一括する。また、必ず本文の図 ・表挿入箇所を赤インクにより指示すること。

9引 用文献は、原則として、本文の最後に著者名をABC順 に一括 し、雑誌の場合には、著者名(発

行年)論 文名.誌 名巻(号):ペ ージとし、単行本の場合は、著者名(発 行年)書 名(版 数、ただし

初版は略).発 行所:発 行地、引用ページ(p.ま たはpp.)の 順 に記載する。なお、引用および注記

の仕方の詳細は、日本体育学会発行、体育学研究 「投稿の手引き」を参照すること。

10.す べての原稿には表題、所属、氏名の欧文を必ず添付すること。但 し、原著論文については200語

以内の欧文抄録 と、その和訳を添付すること。

11.原 稿はコピーを含め、合計3部 と原稿がセーブされたフロッピーディスク1枚 を提出すること。

また、論文内容が主として関係する研究領域 と論文の分類を明記すること。

12.本 文、そのほかに使用 した欧文はすべてタイプ打ちか活字を使用すること。

13.共 著の場合には、著者名とその所属を明記すること。

14.共 著者として氏名を出す ものは、その論文の全般にわた り責任をもって応答できる共同研究者に限

る。

15.本 紀要に掲載された論文の著作権は、近畿大学健康スポーツセ ンターに譲渡 したものとする。ただ

し、事前に申し出があれば、筆者自身が自分の論文を利用することができる。
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近畿大学健康スポーッ教育センター紀要5巻1号(2006・3)

16.原 稿は近畿大学健康スポーツ教育セ ンター研究紀要編集委員会に提出すること。

17.本 規程に反 しているものは掲載 しない。

17.本 規程の改定に健康スポーツ教育はセ ンター会議の議決(過 半数)を 必要とする。

付則 本規程は2002年1月1日 より施行する。

近畿大学健康スポーツ教育センター研究紀要編集委員会内規
1.健 康 スポー ツ教育セ ンター規程 第7条 に よ り、健康ス ポーツ教育 セ ンター研 究紀 要編集委員会(以

下委員会)を 置 く。運営 は本規程 によ り行 うもの とす る。

2.委 員会 は近畿大 学健康 スポ ー ツ教育 セ ンター研 究紀 要の く英 文名 〉(TheResearchBulletinof

HealthandSportSciences)の 編 集 に関 して次の任務 にあたる。

(1)編 集 発刊 に関す る一切の業務

(2)寄 稿 された論文の審査依頼、原稿の分類お よび原稿掲載可否 の決定

(3)そ の 他、編集 に関す る事項

3.委 員会は健 康スポー ツ教育セ ンター会議 によ り選 出 された委員若干 名 をもって構成 す る。

委員の任期 は2ヶ 年 とし、再任 を妨げない。

4.委 員会に委員長 をお く。委員長 は委員の互選 によ り選 出す る。

5.論 文審査のための論文査読委員 は委員会 の推 薦 によ り健康 スポーッ教育 セ ンター長 が これ を委嘱す

る。

6.論 文の審査規程お よび編集 に関す る事項 は委員会 にお いて別 に定 める。

7.委 員会は査 読担 当者の評定 に基づいて原稿の取捨 を決定す る。

8.委 員会の召 集、開催について は委員長が行 う。

9.本 規程 の改 定には、健康スポー ツ教育セ ンター会議 の議決(過 半数)を 必要 とする。

付則 本規程 は2002年1月1日 より施行 する。

近畿大学健康スポーツ教育センター研究紀要編集内規

1.近 畿大学健康スポーツ教育セ ンター研究紀要は、年1回 発行するものとし、その時期は3月1日 と

する。

2.本 研究紀要は掲載する論文は原則として次の通 りとする。

(1)総 説(2>原 著論文(3)研 究資料(報告)(4)実 践報告(5)研 究 ・教育上の問題提起など

3.投 稿者には別刷 り50部 を進呈する。

4.本 規程の改定には健康スポーツ教育センター会議の議決(過 半数)を 必要 とする。

付則 本規程は2002年1月1日 より施行する。
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近畿大学健康スポーツ教育センター研究紀要論文審査内規

1,本 規程は、健康スポーツ教育センター研究紀要編集委員会規程に基づ くものとする。

2.編 集委員会に提出された原稿は、寄稿者の希望する研究領域を参考 として、論文査読委員の審査を

受けるものとする。

3.寄 稿者あるいは共同研究者は、その論文の審査員になることはできない。

4.担 当論文査読委員は寄稿論文が健康スポーツ教育センター研究紀要寄稿規程に示 された基準に沿っ

ているか否かを検討 し、掲載の適否 を概要3段 階によって評定 し、その結果 と根拠を編集委員長に

報告する。

5.論 文審査の期間は原則として3週 間以内とする。

6.審 査員が論文審査に困難を生 じた場合には審査結果の報告書に次の事項を記入 し、論文受領後1週

間以内に編集委員に送付する。

(1)困 難な理由

(2)他 に論文査読委員として適当と思われる人

(3)そ の他の意見

7.本 規程は近畿大学健康スポーツ教育センター研究紀要編集規程2.の 総説、原著論文、研究資料(報

告)、 実践報告、研究 ・教育上の問題提起の審査に適用する。

8.本 規程の改定には健康スポーツ教育センター会議の議決(過 半数)を 必要とする。

付則:本 規程は2002年1月1日 より施行する。
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近畿大学健康スポーツ教育センター紀要5巻1号(2006・3)

編集後記

「生涯スポーッと大学体育」というテーマで特集を組みました。普段、私たちが問い続け、考えてい

ることですが、言葉(文 字)に することは、なかなか難 しい ものです。身心は他者 との関係の中で、常

に変化 し、変容 し続けます。そのさまざまな諸活動、事象、様相を語 り、言葉にすることは思いの外た

いへんなことです。

ただ、生涯スポーッを選択 した学生は、授業の中で、身体を動かすことの喜び、楽 しみを真摯に語っ

てくれます。そしてその喜びや楽しみは、見知らぬ人との会話 ・交流という新たな出合いを演出し、相

乗的な効果を生み出します。

大学での体育の役割は、よりよく生涯を生 きるための 「身体の教養」を身につけることに集約 される

かも知れません。そのことがライフスキルの獲得にも連鎖することもあるで しょう。

私たちは、自他の〈からだ〉にふれること、自他のくからだ〉とのコミュニケーションを通 して、身

体教育のあり方を真摯に問い続けます。(津 田忠雄)
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原著論文 ・著書 ・総説 ・研究資料 など

2003年1月 ～2006年3月

区分 著者名 表題 掲載雑誌 巻 頁 年号

原著 津田忠雄
スポーツ選手の

「性格の二面性」について

近畿大学健康スポ
ーッ教育センター

研究紀要

第2巻

第1号
27-40 2003

原著
KumamotoK,

HiraiT,Kishioka

S,IwahashiH

IdentificationofI-ethoxyethyl

radicalsinthereactionofferrous

ionswithserumsfromratsexposed

todiethylether.

ToxicologyLetters 154(3) 235-239 2004

原著
K.Kumamoto,T.

Hirai,S.Kishioka

andH.Iwahashi

Identificationofaradicalformedin

thereactionmixturesofoxidized

phosphatidylcholinewithferrousions

usingHPLC-ESRandHPLC-ESR-MS.

FreeRadical

Research
39(9) 987-993 2005

原著
熊本和正
佐川和則

エ リー トランナーの全身持久力 を測

定するための トレッ ドミルを用い た

ramp負 荷 プロ トコル

近畿大学健康スポ
ーツ教育センター

研究紀要

第5巻
第1号

67-75 2006

総説 直井愛里 うつ病患者の運動療法

現代のエスプリー

身体活動 ・運動と

行動変容 一

184-192 2006

報告 直井愛里
米 国の大学 の

レク リエーシ ョンセ ンター

行動変容マニュアル

日本体 育協 会

BookHouseHD

100 2005

報告 直井愛里
うつ傾向の強い患者のための

運動継続のカウンセリング

行動変容マニュアル

日本体 育協 会

BookHouseHD

136-137 2005
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近畿大学健康スポーッ教育センター紀要5巻1号(2006・3)

(主 催 、 司 会 、

学会 または研究会

座長、発表、演者、指定討論者、ワークシ ョップ)

区分 著者名 演題 発表学会名 年 月

発表
熊本和正、佐伯洋

子、三浦恵子ほか

大学教員のライフスタイルと健康の

実態に関する総合的研究(2)

大阪体育学会

第41回 大会
2003年3月

発表 津田忠雄
スポーツ選手の性格の二面性について
一心の相補性 について一

大阪体育学会

第41回 大会
2003年3月

発表 津田忠雄
心理的コンディショニングとしての

儀式的行為の意義について

大阪体育学会専門
分科会

2003年10月

発表 Naoi,A&Ostrow,A
Theeffectsofcognitiveandrelaxationinterventions
oninjuredathletes'mood,pain,optimism,and
adherencetorehabilitation.

Associationforthe

Advancementof

AppliedSport

Psychology

2003年10月

発表
熊本和正、平井富弘
岸岡史郎、岩橋秀夫

過酸化 リン脂質 より生成す るフリーラジカルの

HPLC-ESRお よびHPLC-ESR-MS法 に よる構造決定

第26回 日本フリー
ラジカル学会学術

集会

2004年6月

発表

WatsonII,J.C.,

Ayers,S.F.,Zizzi,

S.J.,&Naoi,A.

Studentrecreationcenters:Acomparisonofusers

andnon-usersonpsychosocialvariables.

Associationforthe

Advancementof

AppliedSport

Psychology

2004年9月

1

発表i津 田忠雄 スポーツ選手の性格の二面性
日本スポーツ心理

学会
2004年12月

発表
熊本和正、平井富弘

岸岡史郎、岩橋秀夫

ラッ ト脳 ホモ ジネー トと2価 鉄/ア スコル ビン酸

との反応 よ り生成す るフ リー ラジ カルのHPLC-

ESRお よびHPLC-ESR-MS法 に よる構 造決定

第27回 日本フリー
ラジカル学会学術

集会

2005年6月

発表 津田忠雄
アス リー トの心理 的成長

一自己物 語 とライフスキ ルの獲得 一
大阪体育学会専門
分科会

2005年5月

発表

KumamotoK,

HiraiT,Kishioka

S,IwahashiH

Identificationofaradicalformedinthereaction

mixturesofoxidizedphosphatidylcolinewith

ferrousionsusingHPLC-ESRandHPLC-ESR-MS

EPR2005 2005年9月

発表 直井愛里&Etzel,E. 米 国 のCHAMPS/ラ イ フスキルプログラムについて
日本スポーツ心理

学会
2005年9月

発表 津田忠雄
語 りと自己物語

一スポー ツ選 手の こころの成長 と

ライフスキルの獲 得 一

日本体育学会 2005年11月

シンポ

ジウム
Naoi,A.

Conductingtheappliedresearchstudyatthe

collegeathletictrainingroom.

Associationforthe

Advancementof

AppliedSport

Psychology

2004年9月

シンポ

ジウム
津田忠雄

アス リー トの こころの成長 ・成熟 につ いて
一物語論的 アプローチか ら一

大阪体育学会 スポ
ー ッ 領 域 研 究 会 2006年2月
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(主 催 、 司 会 、

学会または研究会

座長、発表、演者、指定討論者、ワークシ ョップ)

区分 著者名 演題 発表学会名 年 月

一 ご

コ ー ア イ

ネ ー タ ー
津田忠雄

2006ヴ ィ ク トリーサ ミッ トinOSAKA

ス ポ ー ツ選手の メンタルサポ ー ト
大阪体育協会 2006年3月

一 ξ

コ ー ア イ

ネ ー タ ー
津田忠雄

大阪体育学会 教育領域研究会に求められるもの
一子どもたちの今から読み取る一

大阪体育学会教
育領域研究会

2006年3月

ワーク

シ ョップ

Zaichkowsky,L.D.,

直 井 愛 里 荒 木 香 織,

&大 場 ゆ か り,

米国における心理的スキル トレーニングの進め方
日本スポーツ

心理学会
2005年9月
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